
（熊谷市）記者クラブ取材情報 

事業の名称等 

       水辺再生事業「成田用水地区」完成式典 

１．実施日時等   平成２３年 ６月 ２日（ 木 ）午前 １０時４０分から 

平成２３年 ６月 ２日（ 木 ）午前 １１時３０分まで 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 

（１）団体名等 

（２）代表者名                    ＴＥＬ 

４．事業内容 

 

 

 

 

 

 

５．目的・理由 

 

 

 

 

６．経緯・経過 

 

 

７．影響・効果 

 

８．この事業の実施による特記事項 

 

 

 

（１）県内の実施状況 

   平成２０年度から２３年度の４年間で 100 地区が実施される（うち農業用水は 30 地区） 

（２）他市が実施している事業に比べて本市の特色 

 

※ 資料の有無（ 有 ） 

担当課                     担当者 

連絡先 ＴＥＬ                                      

小学校の校庭に、身近な農業用水路に親しみ、水の大切さや生物観察などの学びの場と

して活用できるよう親水施設を整備した。なお、親水施設には、熊谷に以前から自生して

いる湿生植物を移植している。 

長年の懸案であった成田用水路の改修に当り、愛着のある水辺とするため

集落内を流れる本水路は、生活雑排水等の流入による農業用水の水質悪化や現況土水路の

法面崩壊が懸念されていた。 

 そこで、景観の向上とメダカやモツゴなどの生態系の保全を図ることを目的として、環境

に配慮した護岸整備を実施した。 

熊谷市立成田小学校校庭 

成田用水環境整備連絡協議会

048-588-9986 成田用水環境整備連絡協議会長他 

 水辺再生１００プラン「成田用水地区」（事業主体：埼玉県）として、成田用水路の改修

工事を実施。 

 事業年度：平成２０年度～平成２２年度 総事業費：９６，２００，０００千円 

 工事内容：環境配慮型護岸等 Ｌ＝８３０ｍ 

（平成２２年度の関連事業により整備した区間を含む） 

      親水施設     １カ所 

に平成２０年度に地元自治会や関連団体を構成員とする成田用水環境整備連絡協議会を組

織し、整備手法や維持管理について協議を進めてきた。 

植物や水生生物が生息する水辺環境が回復した。地元自治会による水路の

環境美化活動が実施される予定。

親水施設は小学校児童から愛称を募集し、当日発表される予定。 

備前島 

０４８－５８８－９９８６ 

熊谷市産業振興部農地整備課



※整備区間には平成22年度に関連事業で工事実施した区間を含んでいます

 環境配慮護岸と雑排水専用水路 親水施設  余水吐    水位調整ゲート

雑排水専用水路

湿性植物の植栽
（別府沼を考える会）

地区概要
　

　成田用水路は、今から400年ほど前に開削
された農業用水路です。水田を潤す農業用水
としてだけでなく、熊谷市の中心部を流れる
生活用水として親しまれて来た歴史ある水路
です。
　しかし、集落内を流れる本水路は、近年で
は都市化の影響による生活雑排水等の流入に
よる水質悪化や大雨等の洪水時に現況土水路
の法面崩壊が懸念されていました。
　そこで、景観の向上とメダカやモツゴなど
の生態系の保全を図ることを目的として、環
境に配慮した護岸整備を実施しました。
　また、小学校の校庭には、身近な農業用水
路に親しみ、水の大切さや生物観察などの学
びの場として活用できるよう親水施設を整備
しました。

実施年度　　H20 実施設計　H21 工事

総事業費　　96,200,000円

用水を分水するために水位を上げる施設水位上昇時に余水を吐き出す施設

成田公民館
成田小学校

親水施設

余水吐

環境配慮護岸

水位調整ゲート



水辺再生１００プラン「成田用水地区」

【施工前】 【施工後】

【施工前】 【施工後】

【施工前】 【施工後】


